
唐
代
の
「
陳
情
」
の
詩
に
つ
い
て

12
）

唐

言
」
巻
二
等
第
罷
挙
に
、
温
岐
（
庭

）（
開
成
）
四
年
と
あ
る
。

13
）

唐
詩
紀
事
」
巻
七
十
や
「
唐
才
子
伝
」
巻
九
な
ど
に
よ
る
。

14
）
例
え
ば
「
唐
両
京
城
坊
考
」
巻
三
に
、
杏
園
、
為
新
進
士
宴
遊
之
所
…
…
と

あ
る
。

15
）
傅

主
編
「
唐
才
伝
校
箋
」
巻
九
で
は
、「
選
限
」
を
即
、「
吏
部
詮
選
」

と
し
て
い
る
が
、
根
拠
が
不
明
で
、
問
題
で
あ
る
。

16
）

唐
才
子
伝
」
巻
十
張
喬
、「
唐

言
」
巻
十
な
ど
。

17
）
安
旗
主
編
「
李
白
全
集
編
年
注
釈
」
は
、
哥
舒
翰
へ
の
贈
詩
を
天
宝
十
二
載
、

こ
の
友
人
へ
の
詩
を
開
元
二
十
五
年
に
系
年
す
る
が
、
確
定
し
難
い
。

18
）
例
え
ば
「
大
唐
六
典
」
巻
二
に
、
凡
官
人
身
及
同
居
大
功
已
以
上
親
、
自
執

工
商
、
家
専
其
業
、
皆
不
得
入
仕
、
の
記
述
が
あ
り
、
巻
三
に
も
、
工
商
之
家
、

不
得
預

士
と
あ
る
。

19
）
引
用
文
中
の
傍
点
は
、
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

20
）

全
唐
詩
」
以
外
で
「
陳
情
」
の
語
を
詩
題
に
含
む
詩
が
、「
全
唐
詩
補
逸
巻

十
九
」
に
二
首
あ
る
。「
七
言
記
徳
詩
三
十
首
謹
献
司
徒
相
公
」
の
一
首
に
「
陳

情
」。
ま
た
「
陳
情
上
太
尉
」。
い
ず
れ
も
、
唐
末
、
新
羅
出
身
で
唐
に
官
職
を
得

た
崔
致
遠
の
詩
で
あ
り
、
相
手
は
高

で
、
自
己
へ
の
恩
顧
と
求
職
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
も
つ
。

二
二
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二
一

註1
）

日
本
国
語
大
辞
典
」
第
二
版
は
、
出
所
を
「
思
美
人
」
に
誤
る
。

2
）
題
と
し
て
、「
表
」
の
中
に
、
六
臣
注
本
で
李
密
の
「
陳
情
表
」
が
あ
る
。
た

だ
、
李
善
注
本
で
は
「
陳
情
事
表
」
で
あ
る
。
祖
母
へ
の
孝
の
為
、
仕
官
を
辞
す

る
内
容
の
名
篇
で
あ
る
。
本
論
の
詩
の
「
陳
情
」
と
異
な
り
、
散
文
で
あ
る
故
、

当
面
の
考
察
か
ら
は
ず
す
。

3
）
索
引
の
あ
る
詩
人
で
、
三
例
を
見
出
す
。
白
居
易
「
和
微
之
詩
二
十
三
首

序

和
我
年
三
首
之
三
」
何
当
闕
下
来
、
同
拝
陳
情
表
。
張
籍
「
贈
孔
尚
書
」
三

表
自
陳
辞
北
闕
、
一
家
相
送
入
南
山
。
柳
宗
元
「
首
春
逢
耕
者
」
聊
従
田
父
言
、

款
曲
陳
此
情
。
前
二
者
は
、
李
密
の
陳
情
表
を
受
け
、
最
後
の
例
は
、
単
に
情
を

陳
べ
る
と
い
う
意
で
あ
る
。

4
）
六
朝
期
に
「
陳
情
」
の
語
を
含
む
詩
題
は
存
在
し
な
い
。

欽
立
「
先
秦
漢

魏
晋
南
北
朝
詩
」
に
よ
る
。

5
）
詩
の
選
本
に
お
い
て
、「
陳
情
」
は
伝
統
的
な
テ
ー
マ
と
も
な
ら
な
い
が
、
文

章
に
お
い
て
「
文
苑
英
華
」
巻
六
〇
一
、
六
〇
二
に
、
表
「
陳
情
」
の
項
が
あ
る
。

李
密
の
「
表
」
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。

6
）
詩
の
テ
キ
ス
ト
は
、「
全
唐
詩
」（
一
九
七
九
年
、
中
華
書
局
排
印
本
）
に
よ

り
統
一
す
る
。

7
）
以
下
、
唐
詩
人
の
伝
記
や
歴
史
資
料
は
、
通
行
す
る
排
印
本
な
ど
に
拠
る
が
、

煩
を
避
け
て
、
出
版
社
、
出
版
年
次
等
略
す
。

8
）
顧
非
熊
の
人
生
と
科
挙
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
顧
非
熊
論
」（
東
京
経
済
大
学

人
文
自
然
科
学
論
集
第
一
〇
七
号
）

9
）
詩
題
は
「
賀
顧
非
熊
及
第
其
年
内
索
文
章
」「
送
顧
非
熊
作
尉

」

10
）

唐
宋
詞
人
年
譜
」
一
九
七
九
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
。

11
）

一
年
」
は
、「
全
唐
詩
稿
本
」、「
唐
音
統
籖
」
巻
五
七
九
、「
温
庭

詩
集
」

（
四
部
叢
刊
）
巻
六
、「
温
飛
卿
集
箋
注
」
巻
六
な
ど
、「
二
年
」
に
作
る
。

一
般
的
に
、
詩
人
よ
り
上
位
の
者
で
あ
り
、
政
府
高
官
で
あ
っ
た
り
し
た
。

そ
し
て
、
李
白
以
外
、
ほ
と
ん
ど
が
、
己
の
科
挙
及
第
を
訴
え
る
も
の
で
あ

り
、
極
端
な
話
、
科
挙
の
主
宰
者
で
あ
る
知
貢
挙
に
、
自
己
の
苦
難
な
状
況
と

及
第
を
要
請
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
間
接
的
に
、「
知

己
」
や
有
力
者
に
、
推
輓
を
願
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
付
随
し
て
の
、
当

座
の
「
求
職
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
、
時
代
的
な
言
葉
の
使
用
の
傾
向
や
、
グ
ル
ー
プ
を
普
遍

化
し
た
り
、
抽
象
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。
詩
人
が
、
そ
の
時
々

の
、
何
ら
か
の
考
え
で
、
表
現
の
中
で
、
個
々
に
使
用
し
た
と
考
え
る
ほ
か
は

な
い
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
詩
題
に
「
陳
情
」
と
い
う
語
を
有
し
な
い
詩
に
お
い
て
も
、
唐

代
の
人
々
は
、
及
第
や
求
職
に
関
わ
る
詩
篇
を
、
大
量
に
作
っ
て
い
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
科
挙
に
関
わ
る
詩
篇
も
、
数
多
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
何
故
、「
陳
情
」
と
い
う
語
を
敢
て
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
試

験
関
係
者
や
有
力
者
の
許
に
は
、
多
く
の
「
行
巻
」
や
及
第
を
願
う
詩
篇
が
寄

せ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
、
一
一
読
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
は
打
ち
捨

て
ら
れ
た
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
こ
の
見
慣
れ
な
い
「
陳
情
」
と
い
う
語
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
目
を
引
く
、
自
己
の
存
在
へ
の
着
目
の
き
っ
か
け
と

す
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
自
己
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
契
機

の
言
葉
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
科
挙
の
登
第
は
、
人
生
の
重
大
事
で
あ

っ
た
。「
陳
情
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
主
に
、
己
の
人
生
の
関
門
、
科
挙
の
及

第
を
願
う
、
受
験
者
の
切
実
な
心
情
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で

20
）

あ
る
。

東
京
経
済
大
学

人
文
自
然
科
学
論
集

第
一
二
〇
号
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始
め
か
ら
、
そ
の
門
を
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
の
で

18
）

あ
る
。
松
浦
友
久
博
士
は
、

「
李
白
伝
記
論
」
の
中
の
「
李
白
に
お
け
る
蜀
中
生
活
」
の
中
で
、「
新
唐
書
」

選
挙
志
に
依
り
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。

推
論
の
経
過
と
し
て
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
、
李
白
に
関
し
て
は
、

第
一
に
は
異
民
族
出
身
（
異
類
）
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
恐
ら
く
商
人
の
家

系
（

）
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
郷﹅
貢﹅
の
枠
組
か
ら
完
全
に
閉
め

出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
科
挙
は
か
れ
に
と

っ
て
、
主
体
的
に
無
縁
で
あ
る
以
前
に
、
社
会
的
に
無
縁
で
あ
ら
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
、
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

19
）

な
い
。

民
族
的
な
出
自
の
問
題
は
、
今
、
別
に
置
く
と
し
て
も
、
科
挙
と
李
白
の
関
係

の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
が
、
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
李
白
の
「
陳
情
」

に
、
科
挙
は
始
め
か
ら
入
っ
て
い
な
い
。
科
挙
は
始
め
か
ら
、
縁
の
な
い
世
界

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。九

以
上
、「
全
唐
詩
」
の
中
で
、「
陳
情
」
の
語
を
詩
題
に
有
す
る
詩
の
分
析
を

行
っ
て
来
た
。「
陳
情
」
の
対
象
、「
陳
情
」
の
内
容
、
詩
の
成
立
時
や
場
所
、

詩
の
抱
え
て
い
る
問
題
な
ど
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
し
て
ま
ず
、「
陳
情
」
を

詩
題
に
含
む
詩
が
、
非
常
に
稀
少
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
更
に
、
詩
の
中

の
詩
語
と
し
て
の
「
陳
情
」
も
ま
た
、
非
常
に
稀
で
あ
っ
た
。「
陳
情
」
は
、

ま
た
全
て
個
人
が
個
人
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
贈
る
対
象
の
人
は
、

二
〇

関
わ
る
修
辞
や
詩
語
が
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

唐
代
の
詩
人
達
に
と
っ
て
、
科
挙
は
、
及
第
下
第
を
問
わ
ず
、
人
生
の
一
つ

の
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
多
く
の
詩
人
の
履
歴
に
は
、
科
挙

へ
の
関
わ
り
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
詩
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
。
杜
甫
も
、
次

の
よ
う
に
、
晩
年
の
回
想
の
詩
の
「
壮
遊
」
の
中
で
、
述
べ
て
い
る
。

下
考
功
第

ら
い
て
考
功
の
第
よ
り
下
ち

独
辞
京
尹
堂

独
り
辞
す

京
尹
の
堂

杜
甫
は
、
科
挙
の
主
管
が
、
吏
部
の
考
功
員
外
郎
に
あ
っ
た
頃
、
下
第
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
例
え
ば
、
中
唐
期
の
韓
愈
は
、
こ
の
試
験
に
よ
っ
て
何
回

も
苦
汁
を
嘗
め
た
。
一
方
、
同
時
代
の
白
居
易
は
、
次
次
と
ク
リ
ア
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
李
白
と
い
う
詩
人
に
は
、
そ
の

生
涯
に
お
い
て
、
科
挙
を
受
け
た
形
跡
が
見
い
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
唐
代
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
の
古
典
詩
を
代
表
す
る
一
人
で
あ

る
、
李
白
と
い
う
詩
人
の
生
涯
に
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
一
つ
に
は
、
李
白

に
官
歴
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。
出
自
、
生
年
、
父
祖
の
事
、
自
分

の
生
業
な
ど
の
問
題
が
、
従
来
よ
り
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い

て
、
先
人
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
諸
説
あ
る
が
、
科
挙
に
お
い
て
は
、
一
般
的

に
次
の
よ
う
な
説
が
妥
当
な
見
解
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
李
白
に
は
、
も

と
も
と
、
科
挙
を
受
験
す
る
資
格
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
。
官
僚
と
な
る
べ

き
人
材
を
、
広
く
自
由
に
抜
擢
す
る
科
挙
は
、
唐
で
は
毎
年
実
施
さ
れ
た
が
、

限
定
さ
れ
た
身
分
の
人
は
、
官
僚
に
な
る
資
格
が
な
く
、
つ
ま
り
、
科
挙
の
受

験
資
格
が
な
か
っ
た
。
李
白
の
父
親
は
「
商
人
」
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
李
白
は
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唐
代
の
「
陳
情
」
の
詩
に
つ
い
て



一
九

相
去
復
幾
許

相
去
る
こ
と
幾
許
ぞ

そ
し
て
、
も
と
の
交
友
の
復
活
を
願
う
わ
け
で
あ
る
。

所
思
採
芳
蘭

思
う
所

芳
蘭
を
採
り

欲
贈
隔
荆
渚

贈
ら
ん
と
欲
し
て
荆
渚
を
隔
つ

沈
憂
心
若
酔

沈
憂

心

酔
う
が
若
し

積
恨
涙
如
雨

積
恨

涙

雨
の
如
し

願
仮
東
壁
輝

願
わ
く
は

東
壁
の
輝
き
を
仮
り

余
光
照
貧
女

余
光

貧
女
を
照
ら
さ
ん

第
四
段
の
末
の
六
句
で
あ
る
。
一
度
、
何
ら
か
の
理
由
で
疎
遠
に
な
っ
た
自
己

に
、
再
び
目
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
綴
る
。
貧
女
は
、「
列
女

伝
」
の
斉
女
徐
吾
の
故
事
で
あ
り
、
自
己
に
喩
え
て
い
る
。
元
に
戻
れ
ば
、
季

札
と
徐
君
、
管
仲
と
鮑
叔
の
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
相
手
は
、
そ

れ
な
り
に
、
実
力
者
で
あ
り
有
力
者
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
背
後
に
、

「
求
職
」
や
「
推
輓
」
の
意
を
考
え
て
も
、
誤
り
で
は
な
い
。

以
上
、
李
白
の
二
首
は
、
一
首
は
、
時
の
著
名
人
へ
の
「
述
徳
」
を
述
べ
な

が
ら
、
表
面
的
な
言
辞
は
な
い
が
、
背
後
に
、「
求
職
」
な
ど
の
意
図
が
潜
む

「
陳
情
」
で
あ
る
。
更
に
も
う
一
首
は
、
故
事
を
連
ね
つ
つ
、「
交
友
」
の
復
活

を
願
い
、
又
背
後
に
何
ら
か
の
「
推
輓
」
や
「
推
薦
」
の
意
を
潜
ま
せ
て
「
陳

情
」
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
已
に
見
た
よ
う
な
詩
人
達
と
異
な
っ
て
、「
科
挙
」
と
い

う
も
の
の
影
が
全
く
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
科
挙
」
に

五
言
古
詩
で
あ
る
。
換
韻
に
よ
り
、
大
き
く
四
つ
の
段
に
分
れ
る
が
、
そ
の
最

初
の
一
段
で
あ
る
。
詩
題
で
の
「
友
人
」
が
誰
で
あ
る
か
、
い
つ
の
作
で
あ
る

か
等
、
全
く
確
定
で
き

17
）

な
い
。
こ
の
一
段
は
、
春
秋
時
代
の
呉
の
延
陵
の
季
札

と
、
徐
君
の
深
い
交
情
を
語
る
、
よ
く
知
ら
れ
た
故
事
を
述
べ
て
い
る
。
次
の

二
段
め
も
、「
史
記
」
の
「
管
晏
列
伝
」
に
あ
る
、
春
秋
時
代
の
管
仲
と
鮑
叔

の
故
事
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
管
鮑
の
交
わ
り
」
で
あ
る
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
、
友
情
や
知
己
の
話
を
並
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
間
も
か
く
あ
り

た
い
、
友
情
と
い
う
の
は
古
来
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
願
い
で
あ
る
。

次
の
第
三
段
の
一
部
か
ら
、
か
つ
て
は
交
友
の
あ
っ
た
李
白
と
友
人
の
間
が

壊
わ
れ
て
し
ま
っ
た
事
が
現
わ
さ
れ
る
。

卜
居
乃
此
地

卜
居

乃
ち
此
地

共
井
為
比
隣

共
井

比
隣
と
為
る

清
琴
弄
雲
月

清
琴

雲
月
を
弄
び

美
酒
娯
冬
春

美
酒

冬
春
に
娯
し
む

薄
徳
中
見
捐

薄
徳

中
に
捐
て
ら
れ

忽
之
如
遺
塵

之
を
忽
に
し
て
遺
塵
の
如
し

か
つ
て
は
隣
ど
う
し
の
風
雅
な
つ
き
あ
い
。
突
然
、
何
か
の
理
由
で
、
二
人
の

仲
は
割
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
二
人
は
遠
く
離
れ
離
れ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

奈
何
成
離
居

奈
何
ぞ

離
居
を
成
す
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「
必
ず
し
も
疑
わ
ざ
る
所
を
疑
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
。「
陳
情
」
の
部
分

の
欠
落
を
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

ど
ち
ら
が
是
と
も
判
断
で
き
な
い
が
、
た
だ
、「
李
白
集
校
注
」
が
、「
述
徳

陳
情
」
は
、「
唐
人
の
権
要
に
上
る
習
用
の
語
」
と
し
て
い
る
点
は
、「
述
徳
」

は
と
も
か
く
、「
陳
情
」
の
用
例
は
、
已
に
論
じ
て
来
た
よ
う
に
、
非
常
に
稀

に
し
か
な
く
、「
習
用
の
語
」
と
言
い
切
る
の
は
、
問
題
が
あ
ろ
う
。

闕
文
」
や
表
面
的
な
「
陳
情
」
の
表
現
の
有
無
の
問
題
は
あ
る
と
し
て
も
、

一
人
物
へ
の
賞
賛
の
詩
を
書
き
、
こ
れ
を
「
た
て
ま
つ
る
」
と
い
う
背
後
に
は
、

自
己
の
存
在
の
ア
ピ
ー
ル
と
、
ひ
い
て
は
、「
求
薦
」「
求
職
」
な
ど
の
意
味
が

入
っ
て
い
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
が
な
け
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
詩

は
書
く
必
然
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
詩
を
実
際
に
「
上
っ

た
」
の
か
ど
う
か
、「
上
っ
た
」
と
し
て
も
、
相
手
が
読
ん
だ
か
ど
う
か
は
、

ま
た
別
問
題
で
あ
る
が
。

陳
情
贈
友
人

陳
情

友
人
に
贈
る

延
陵
有
宝
剣

延
陵
に
宝
剣
有
り

価
重
千
黄
金

価
は
重
し

千
の
黄
金

観
風
歴
上
国

観
風

上
国
を
歴

暗
許
故
人
深

暗
に
故
人
に
許
す
こ
と
深
し

帰
来
挂
墳
松

帰
来

墳
松
に
挂
け

万
古
知
其
心

万
古

其
の
心
を
知
る

懦
夫
感
達
節

懦
夫

達
節
に
感
じ

壮
士
激
青
衿

壮
士

青
衿
を
激
す

一

安
禄
山
の
乱
が
起
る
と
、
長
安
防
備
の
要
衝
で
あ
る

関
の
守
備
に
つ
い
た
が
、

敗
退
し
、
自
ら
は
捕
虜
と
な
り
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
経
歴
の
人
物
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
こ
の
詩
は
、
そ
れ
以
前
の
、
名
声
赫
々
た
る
時
の
作
品
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
詩
は
、
全
て
そ
の
功
績
や
人
物
へ
の
賞
賛
を
、
誇
大
な
修
辞

で
羅
列
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
漢
の
衛
青
も
秦
の
白
起
も
、
こ
の
人
物
に
は

遠
く
及
ば
な
い
と
い
う
の
が
末
二
句
で
あ
る
。
全
篇
、
詩
題
の
「
述
徳
」
に
当

る
も
の
で
あ
る
が
、
李
白
が
、
何
を
言
い
た
い
の
か
の
部
分
が
欠
落
し
、
中
途

半
端
な
印
象
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

例
え
ば
、
同
時
代
の
杜
甫
に
も
、「
投
贈
哥
舒
開
府
翰
二
十
韻
」（
哥
舒
開
府

翰
に
投
贈
す

二
十
韻
）
と
い
う
排
律
の
作
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
内
容
的
に
、

一
つ
は
、
哥
舒
翰
へ
の
賛
仰
と
、
一
つ
は
、
幕
僚
へ
の
採
用
の
嘆
願
で
あ
り
、

は
っ
き
り
し
て
い
る
。

こ
の
詩
は
、
あ
る
い
は
、
製
作
の
途
中
で
、

句
で
や
め
て
し
ま
っ
た
未
完

の
詩
篇
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
従
来
、
こ
の
点
に
つ
い
て
議
論
の
あ
る
所
で

あ
る
。
王

注
「
李
太
白
文
集
」
巻
九
に
引
く
、
劉
世
教
は
、
次
の
よ
う
に
言

う
。按

此
詩
、
述
徳
有
之
而
無
陳
情
之
詞
、
疑
有
闕
文
。

按
ず
る
に
此
の
詩
、
述
徳
は
之
れ
有
れ
ど
も
、
陳
情
の
詞
無
し
。
疑
う
ら
く

は
闕
文
有
る
か
と
。

こ
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
て
、
現
代
の
、
例
え
ば
朱
金
城
、

園
「
李
白
集

校
注
」
の
按
語
で
は
、
同
じ
趣
旨
の
朱
諫
「
李
詩
弁
疑
」
を
引
い
て
言
う
。

「
投
贈
」
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
「
陳
情
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
そ
れ
は
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一
七

喩
坦
之
は
、
今
は
名
を
特
定
で
き
な
い
、
あ
る
高
官
の
御
史
中
丞
に
、
自
己
の

科
挙
及
第
へ
の
力
添
え
を
「
陳
情
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
喩
坦
之
は
及
第
で
き
な
か
っ
た
。

盛
唐
期
を
、
杜
甫
と
と
も
に
代
表
す
る
李
白
に
、
二
首
の
「
陳
情
」
の
語
を

含
む
詩
が
存
在
す
る
。
一
つ
は

句
の
七
言
古
詩
、
一
つ
は
、
四
十
四
句
に
及

ぶ
五
言
古
詩
で
あ
る
。

述
徳
兼
陳
情
上
哥
舒
大
夫

述
徳

兼
ね
て
陳
情

哥
舒
大
夫
に
上
る

天
為
国
家
孕
英
才

天
は
国
家
の
為
に
英
才
を
孕
む

森
森
矛
戟
擁
霊
台

森
森
た
る
矛
戟

霊
台
を
擁
す

浩
蕩
深
謀
噴
江
海

浩
蕩
の
深
謀

江
海
に
噴
き

縦
横
逸
気
走
風
雷

縦
横
の
逸
気

風
雷
走
ら
す

丈
夫
立
身
有
如
此

丈
夫
の
立
身

此
の
如
き
有
り

一
呼
三
軍
皆
披
靡

一
呼

三
軍

皆

披
靡

衛
青
謾
作
大
将
軍

衛
青

謾
に
作
る

大
将
軍

白
起
真
成
一

子

白
起

真
に
成
る

一

子

七
言
古
詩
で
あ
る
。
詩
題
の
「
哥
舒
大
夫
」
と
は
、
哥
舒
翰
で
あ
り
、「
旧
唐

書
」
巻
一
〇
四
、「
新
唐
書
」
巻
一
三
五
に
伝
が
あ
る
。
西
域
や
南
方
で
の
武

功
著
し
く
、
当
時
著
名
で
あ
っ
た
武
人
で
あ
る
。
天
宝
十
四
載
（
七
五
五
年
）、

紫

久
慚
行

紫

久
し
く
行
く
を
慚
ず

続
い
て
の
四
句
で
あ
る
。「
雄
文
」
は
、
行
巻
な
ど
で
出
す
自
己
の
詩
文
を
言

う
で
あ
ろ
う
。
故
郷
で
は
耕
す
べ
き
土
地
も
な
い
と
い
う
。
滄
江
で
、
南
方
の

故
里
を
指
す
で
あ
ろ
う
。「
紫

」
は
都
の
大
通
り
で
、「
行
く
を
慚
ず
」
の
は
、

下
第
の
故
で
あ
る
。
科
挙
を
通
ら
な
い
の
で
あ
る
。

意
縦
求
知
切

意
は
縦
い
ま
ま
に
知
を
求
む
る
こ
と
切
に

才
惟
懼
鑑
精

才
は
惟
だ
鑑
の
精
な
る
を
懼
る

五
言
非
琢
玉

五
言

琢
玉
に
非
ず

十
載
看
遷
鶯

十
載

遷
鶯
を
看
る

こ
こ
で
、
喩
坦
之
の
受
験
歴
が
大
体
分
る
。
概
略
、
十
年
で
あ
る
。「
遷
鶯
」

と
は
、
官
僚
の
転
任
を
指
せ
ば
、
そ
の
場
に
い
な
い
自
己
は
、
第
三
者
と
し
て

眺
め
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
科
挙
は
官
僚
に
な
る
関
門
で
あ
る
。「
知
を
求
む
」

に
、
自
己
の
推
薦
者
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
そ
し
て
、
詩
は
自
己
の
状

況
を
詠
じ
つ
つ
、
最
後
の
四
句
で
し
め
く
く
る
。

奨
善
猶
憐
貢

奨
善

猶
お
貢
を
憐
れ
み

垂
恩
必
不
軽

垂
恩

必
ず
軽
か
ら
ず

従
茲
便
提

茲
れ
よ
り

便
ち
提

雲
路
自
生
栄

雲
路

自
ら
栄
を
生
ぜ
ん

自
分
に
目
を
か
け
て
頂
き
、
科
挙
及
第
へ
の
恩
を
垂
れ
る
よ
う
願
う
の
で
あ
る
。
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あ
る
ポ
ス
ト
な
ど
は
、
望
む
べ
く
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
ポ
ス
ト

が
許
棠
の
本
望
に
叶
っ
た
の
か
ど
う
か
、
分
ら
な
い
。

七

喩
坦
之
は
、
晩
唐
期
の
人
で
あ
り
、
許
棠
と
時
を
同
じ
く
し
た
人
で
あ
る
。

許
棠
と
京
兆
府
試
を
受
け
て
い
る
資
料
が
今
に
伝

16
）

わ
る
。
贈
詩
の
相
手
の
官
職

は
、「
御
史
中
丞
」
で
あ
り
、
検
察
機
関
で
あ
る
御
史
台
の
、
高
官
で
あ
る
が
、

誰
で
あ
る
か
は
、
も
と
よ
り
不
明
で
あ
る
。
詩
は
、
全
て
で
二
十
四
句
の
排
律

で
あ
る
。

陳
情
献
中
丞

陳
情

中
丞
に
献
ず

孤
拙
竟
何
営

孤
拙

竟
に
何
を
か
営
ま
ん

徒
希
折
桂
名

徒
だ
希
う

折
桂
の
名

始
終
誰
肯
薦

始
終

誰
か
肯
て
薦
め
ん

得
失
自
難
明

得
失

自
ら
明
な
り
難
し

最
初
の
四
句
で
あ
る
が
、
第
二
句
で
、
既
に
、
科
挙
及
第
へ
の
願
望
が
現
わ
さ

れ
て
い
る
。「
折
桂
」
は
科
挙
及
第
を
い
う
常
套
の
表
現
で
あ
る
。

貢
乏
雄
文
献

貢
に
は
雄
文
の
献
ず
る
に
乏
し
く

帰
無
瘠
土
耕

帰
る
に
瘠
土
の
耕
す
無
し

滄
江
長
発
夢

滄
江

長
に
夢
を
発
し

一
六

当
路
公
卿
誰
見
待

当
路
の
公
卿
誰
か
見
て
待
た
ん

故
郷
親
愛
自
疑
非

故
郷
の
親
愛

自
ら
非
な
る
か
と
疑
う

東
風
乍
喜
還
滄
海

東
風

乍
ち
喜
ぶ

滄
海
に
還
る
を

棲
旅
終
愁
出
翠
微

棲
旅

終
に
愁
う

翠
微
を
出
ず
る
を

応
念
無
媒
居
選
限

応
に
念
う
べ
し

無
媒

選
限
に
居
る
を

二
年
須
更
守
漁
磯

二
年
須
く
更
に
漁
磯
を
守
る
べ
し

最
後
の
第

首
で
あ
る
。「
丹

」
は
已
に
第
五
首
に
見
え
た
。「
桂
枝
」
は
、

科
挙
に
関
わ
る
詩
に
は
常
套
の
用
語
で
あ
り
、「
折
桂
」
は
及
第
を
言
う
。「
空

し
く
桂
枝
を
把
り
て
帰
る
」、
及
第
は
し
た
が
「
空
し
く
」、
何
も
な
い
の
で
あ

る
。
相
変
わ
ら
ず
、「
前
に
依
り
て
」、「
布
衣
」、
無
位
無
官
な
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
第
四
句
で
、
親
し
い
人
々
が
、
相
変
わ
ら
ず
「
自
ら
非
」、
下
第
し
た

の
か
と
「
疑
う
」
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
で
、
末
句
の
「
二
年
」
ま
た
故
郷
で

隠
棲
と
い
う
の
だ
が
、
こ
の
「
二
年
」
の
根
拠
が
明
白
で
な
く
、
第
七
句
を

「
居
選
の
限
」
と
し
て
も
、
解
釈
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
選
限
」
の
用

例
も
、
こ
れ
以
外
見
出
せ
な
い
の
で

15
）

あ
る
。
恐
ら
く
、
任
官
に
お
い
て
も

「
媒
」、
推
薦
、
仲
立
ち
が
必
要
な
の
だ
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
を
、

「
陳
情
」
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
副
次
的
に
は
、
と
り
あ
え
ず
の
地
位
と
し
て
、

幕
僚
と
し
て
の
求
職
の
含
意
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

後
に
許
棠
は
、
任
官
し
て
い
る
。
宣
州

県
の
尉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
分

の
故
郷
、
南
方
の
地
方
の
県
の
、
全
官
制
か
ら
す
れ
ば
、
末
端
の
県
尉
で
あ
り
、

土
地
の
人
に
す
れ
ば
、
官
で
あ
る
「
お
上
」
に
違
い
な
い
が
、
他
に
つ
け
る
べ

き
ポ
ス
ト
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
本
貫
を
避
け
て
い
な
い
。
許

棠
の
よ
う
な
、
老
い
た
長
期
下
第
者
に
と
っ
て
、
少
な
く
と
も
中
央
省
庁
の
栄
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一
五

官
職
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
科
挙
に
は
通
っ
た
が
、
職
、
つ
ま
り
ポ
ス
ト
が
無

か
っ
た
、
手
に
入
ら
な
か
っ
た
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

科
挙
と
は
、
高
級
官
僚
の
選
抜
試
験
で
あ
り
、
広
く
人
材
を
求
め
る
為
の
も

の
で
あ
る
。
唐
代
に
お
い
て
、
最
も
中
核
的
な
も
の
は
、
礼
部
試
の
進
士
科
で

あ
り
、
そ
れ
を
通
過
す
る
こ
と
が
、
最
大
の
人
生
の
目
標
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

礼
部
試
は
、
あ
く
ま
で
官
僚
た
る
の
資
質
を
判
断
す
る
、
資
格
試
験
で
あ
り
、

人
事
を
握
る
吏
部
に
名
簿
は
移
り
、
そ
こ
で
の
試
験
を
通
ら
ね
ば
任
官
で
き
な

い
。
そ
れ
が
形
式
的
な
も
の
と
し
て
も
、
実
際
の
任
用
の
際
、
果
し
て
三
十
年

も
四
十
年
も
下
第
し
続
け
た
人
や
老
人
に
つ
け
る
べ
き
ポ
ス
ト
が
あ
る
で
あ
ろ

う
か
。

長
期
下
第
者
の
大
方
が
、
礼
部
試
を
通
り
、
こ
の
世
の
名
誉
を
獲
得
し
、
そ

れ
で
事
足
れ
り
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
許
棠
は
「
官
」
に
な
り
た
か
っ
た
の

で
あ
る
。「
官
」
と
し
て
の
名
誉
と
実
利
と
し
て
の
「
俸
禄
」（
給
料
）
が
欲
し

か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

唯
恥
旧
橋
題
処
在

唯
だ
恥
ず

旧
橋
題
せ
し
処
の
在
る
を

栄
帰
無
計
似
相
如

栄
帰

計
の
相
如
に
似
る
無
し

第
六
首
の
尾
連
の
こ
の
表
現
は
、
漢
の
司
馬
相
如
が
、
故
郷
を
出
る
時
、
立
身

出
世
し
な
け
れ
ば
、
帰
郷
の
時
、
こ
の
橋
は
通
ら
な
い
と
橋
に
記
し
た
故
事
に

基
づ
く
。「
栄
帰
」
が
、
許
棠
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

丹

空
把
桂
枝
帰

丹

空
し
く
桂
枝
を
把
り
て
帰
る

白
首
依
前
着
布
衣

白
首

依
前

布
衣
を
着
す

丹

待
得
白
頭
成

丹

待
ち
得
て
白
頭
成
る

己
期
到
老
還

禄

己
に
期
す

老
に
到
る
も
還
た
禄
に

う
を

無
復

閑
却
養
生

復
た
無
し

閑
を

み
て
却
っ
て
生
を
養
う
を

当
宴
毎
垂
聴
楽
涙

宴
に
当
り
毎
に
垂
る

楽
を
聴
く
の
涙

望
雲
長
起
憶
山
情

雲
を
望
み
長
に
起
す

山
を
憶
う
の
情

朱
門
旧
是
登
龍
客

朱
門
旧
て
是
れ

登
龍
の
客

初
脱
魚
鱗
胆
尚
驚

初
め
て
魚
鱗
を
脱
し
胆
尚
お
驚
か
ん

第
五
首
で
あ
る
。「
一
紀
」
は
十
二
年
で
、「
三
紀
」
は
三
十
六
年
。
当
然
、
大

ま
か
な
数
で
、
一
句
は
、
三
十
六
年
間
科
挙
を
受
け
続
け
た
こ
と
を
言
う
。

「
丹

」
は
「
朝
廷
」
あ
る
い
は
「
都
」
を
言
う
が
、
そ
れ
を
「
待
ち
得
た
」、

つ
ま
り
及
第
し
た
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
末
二
句
の
「
登
龍
の
客
」
が

「
魚
鱗
を
脱
す
」
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
し
、
第
七
首
の
、
次
の
二
句
、

平
生
南
北
逐
蓬
飄

平
生

南
北

蓬
飄
を
逐
う

待
得
名
成
鬢
已
彫

名
成
る
を
待
ち
得
て
鬢
已
に
彫
む

に
も
、
示
さ
れ
る
処
で
あ
る
。「
成
名
」
と
は
、
当
然
、
及
第
を
言
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
長
年
の
挑
戦
と
老
い
を
考
え
に
入
れ
て
も
、
一
般
的
な
科
挙
及

第
者
の
、
天
下
を
取
っ
た
よ
う
な
、
人
生
の
目
的
を
全
て
果
し
た
か
の
よ
う
な
、

手
放
し
の
喜
び
が
、
こ
れ
ら
四
首
の
詩
に
は
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
許
棠

に
と
っ
て
、
何
が
不
足
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
詩
の
第
三
句
、
第
四
句
を
子
細
に
み
れ
ば
、「
禄
に

う
こ
と
を
期
す
」

「
閑
を

ん
で
生
を
養
う
無
し
」
と
言
う
よ
う
に
、
許
棠
は
、
俸
禄
を
求
め
、
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い
う
、
過
大
な
表
現
で
あ
り
、
阿
諛
追
従
と
も
と
れ
る
言
辞
で
あ
る
。
第
五
句
、

第
六
句
は
、
こ
の
李
僕
射
の
清
雅
な
生
活
を
言
い
、
最
後
の
二
句
に
お
い
て
、

そ
の
政
治
的
手
腕
、
統
治
の
功
を
賞
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
の
三
首
も
、

内
容
は
、
大
同
小
異
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
の
「
梁
」
が
、「
李
僕
射
」
の
比
定
の
一
つ
の
手
掛
り
と
も
な

る
。「
梁
」
は

州
で
あ
り
、
宣
武
軍
節
度
使
の
会
府
で
あ
る
。
詩
題
の
「
淮

南
」
は
淮
南
節
度
使
で
よ
く
、
会
府
は
揚
州
で
あ
る
。「
僕
射
」
は
、
尚
書
省

の
僕
射
で
あ
り
、
官
品
は
従
二
品
、
も
と
よ
り
寄
禄
官
で
あ
る
が
、
高
位
の
重

職
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
官
歴
と
時
代
か
ら
、
李
蔚
と
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。「
旧
唐
書
」
巻
一
七

「
新
唐
書
」
巻
一

一
に
伝
を
載
せ
る

が
、「
唐
方
鎮
年
表
」
巻
五
に
よ
れ
ば
、
咸
通
十
一
年
（

七
〇
年
）
か
ら
乾

符
元
年
（

七
四
年
）
に
か
け
て
、
淮
南
節
度
使
と
な
っ
て
い
る
。
連
作
の
第

六
首
に
、

東
来
淮
海
拝

淮
海
に
東
来
し

を
拝
す

不
把
公
卿
一
字
書

公
卿
一
字
の
書
を
把
た
ず

と
あ
る
よ
う
に
、
許
棠
と
の
接
触
も
、
揚
州
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

詩
の
内
容
か
ら
、
咸
通
十
二
年
春
の
及
第
以
降
と
も
考
え
ら
れ
る
。
許
棠
は
確

か
に
及
第
し
た
。
し
か
し
、
後
半
四
首
の
「
陳
情
」
の
内
容
が
甚
だ
曖
昧
で
あ

り
、
い
わ
ば
、
隔
靴
掻
痒
の
感
が
あ
り
、
表
現
も
、
奥
歯
に
物
の
は
さ
ま
っ
て

い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

三
紀
吟
詩
望
一
名

三
紀
詩
を
吟
じ

一
名
を
望
む

一
四

許
棠
の
、
も
う
一
つ
の
連
作

首
は
、
そ
の
内
容
か
ら
大
き
く
明
確
に
、
前

半
の
四
首
と
後
半
の
四
首
に
、
分
け
ら
れ
る
。
前
の
四
首
は
、
詩
題
の
「
講

徳
」
を
詠
じ
、
後
の
四
首
が
「
陳
情
」
で
あ
る
。
前
者
の
第
一
首
を
あ
げ
れ
ば
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

講
徳
陳
情
上
淮
南
李
僕
射

首
講
徳
陳
情

淮
南
の
李
僕
射
に
上
る

首

天
降
賢
人
佐
聖
時

天
は
賢
人
を
降
し
て
聖
時
を
佐
け

自
然
声
教
満
華
夷

自
然

声
教

華
夷
に
満
つ

英
明
不
独
中
朝
仰

英
明
独
り
中
朝
の
仰
ぐ
の
み
な
ら
ず

清
重
兼
聞
外
国
知

清
重
兼
ね
て
外
国
の
知
る
を
聞
く

涼
夜
洒
醒
多
対
月

涼
夜

洒
醒
め
多
く
月
に
対
し

暁
庭
公
退
半
吟
詩

暁
庭

公
よ
り
退
き
て
半
ば
詩
を
吟
ず

梁
城
東
下
雖
経
戦

梁
城
東
下

戦
い
を
経
と
雖
も

風
俗
猶
伝
守
旧
規

風
俗
猶
お
伝
う

旧
規
を
守
る
と

荘
重
な
語
彙
を
並
べ
、
相
手
の
人
格
や
功
業
を
、
大
大
的
に
持
ち
あ
げ
て
詠
ず

る
の
で
あ
る
。
文
学
的
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
歯
の
浮
い
た
よ
う
な
措
辞
の
連

な
り
で
、
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
無
味
乾
燥
の
代
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
事
者

に
と
っ
て
は
、
こ
こ
が
大
事
な
力
の
入
れ
所
な
の
で
あ
る
。
相
手
へ
の
賞
賛
に

言
を
尽
く
す
こ
と
が
、「
干
謁
」
や
「
推
輓
」
に
と
っ
て
、
ま
ず
前
提
と
な
る

こ
と
で
あ
る
。「
賢
人
」
は
、
贈
詩
の
相
手
で
あ
り
、「
声
教
」
つ
ま
り
、
相
手

の
声
威
と
教
化
は
、「
華
夷
」、
中
国
と
蛮
夷
の
地
に
満
ち
渡
る
と
い
う
。「
英

明
」
に
し
て
「
清
重
」
な
人
柄
は
、
朝
廷
か
ら
外
国
ま
で
響
き
渡
っ
て
い
る
と
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代
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一
三

春

久
已
滞

春

久
し
く
已
に
滞
り

秋
賦
又
逢
停

秋
賦

又
停
む
る
に
逢
う

選
士
疑
長
阻

選
士

長
く
阻
ま
る
か
と
疑
い

傷
時
自
不
寧

時
を
傷
み
て
自
ら
寧
か
ら
ず

と
な
っ
て
い
る
。
第
一
句
の
「
春

」
は
、
礼
部
試
の
こ
と
を
言
う
。
第
二
句

の
「
秋
賦
」
は
、
秋
貢
で
あ
り
、
地
方
試
で
あ
る
。
そ
れ
が
、「
又
停
む
る
に

逢
う
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
実
は
、
咸
通
十
一
年
（

七
〇
年
）
に
は
、

礼
部
試
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
長
安
で
の
省
試
、
科
挙
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。「
旧
唐
書
」
巻
十
九
の

宗
紀
に
、
咸
通
十
年
十
二
月
、
兵
戈
の
影
響
の

た
め
、
一
年
、
礼
部
試
を
停
め
る
詔
勅
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
載
せ
る
。
つ
ま
り
、

「
秋
賦
を
停
」
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
翌
、
咸
通
十
一
年
四
月
に
も
詔
勅
が

出
て
い
る
。
一
部
を
引
く
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

去
年
属
以
用
軍
之
際
、
権
停
貢
挙
一
年
。
今
既
去
戈
、
却
宜
仍
旧
。

去
年
属
す
る
に
軍
を
用
い
る
の
際
を
以
て
、
貢
挙
を
権
停
す
る
こ
と
一
年
。

今
既
に
戈
を
去
れ
ば
、
却
っ
て
宜
し
く
旧
に
仍
る
べ
し
。

こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
咸
通
十
一
年
の
科
挙
は
無
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、「
登

科
記
考
」
巻
二
十
三
も
、「
停
挙
」
と
の
み
記
す
。
詩
の
第
一
句
は
、
長
年
の

自
己
の
下
第
を
い
う
と
解
さ
れ
る
。
第
二
句
は
、
こ
の
時
の
措
置
を
踏
ま
え
、

第
三
句
で
、
停
止
状
態
が
長
び
く
こ
と
へ
の
不
安
を
述
べ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
は
、
翌
年
、
咸
通
十
二
年
に
、
礼
部
試
は
実
施
さ
れ
、
許
棠
は
よ

う
や
く
及
第
者
の
中
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

方
塞
が
り
の
状
況
で
あ
る
。「
名
を
求
む
」、
こ
れ
は
科
挙
及
第
の
意
味
で
あ

る
が
、
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
李
常
侍
へ
の
嘆
願
と
な
る

わ
け
で
あ
る
。
第
二
首
、
第
三
首
、
第
四
首
の
尾
連
を
順
に
あ
げ
よ
う
。

不
因
趨
大
旆

大
旆
に
趨
る
に
因
ら
ざ
れ
ば

誰
肯
暫
提
携

誰
か
肯
て
暫
く
提
携
せ
ん

天
地
雖
云
広

天
地

広
し
と
云
う
と
雖
も

殊
難
寄
此
身

殊
に

此
の
身
を
寄
せ
難
し

此
去
吟
雖
苦

此
よ
り
去
ら
ば
吟
苦
し
と
雖
も

何
人
更
肯
聴

何
人
か
更
に
肯
て
聴
か
ん

提
携
」
の
相
手
、「
此
の
身
を
寄
せ
る
」
相
手
、「
吟
の
苦
し
き
を
聴
く
」
相

手
と
し
て
、
李
常
侍
が
い
る
わ
け
で
、
求
む
る
所
は
、
第
一
に
科
挙
及
第
へ
の

援
助
で
あ
り
、
副
次
的
に
当
面
の
、
幕
客
と
し
て
の
招
き
な
ど
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
許
棠
は
、
そ
れ
を
「
陳
情
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

果
し
て
、
そ
の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
許
棠
の
及
第
は
、
こ
の
連
作

詩
が
書
か
れ
た
翌
年
の
、
咸
通
十
二
年
（

七
一
年
）
で
あ
り
、
知
貢
挙
は
、

中
書
舎
人
の
高

で
あ
っ
た
。

こ
の
連
作
五
首
の
製
作
時
は
、
第
四
首
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
前
半
の
四

句
は
、
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れ
て
い
る
。

童
蒙
即
苦
辛

童
蒙

即
ち
苦
辛

未
識
杏
園
春

未
だ
識
ら
ず

杏
園
の
春

杏
園
」
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
単
な
る
「
あ
ん
ず
の
園
」
で
は
な
い
。
唐

の
長
安
の
東
南
方
向
、
通
善
坊
に
あ
っ
た
園
林
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
の
園

林
で
は
な
く
、
曲
江
池
や
慈
恩
寺
な
ど
と
と
も
に
、
唐
代
科
挙
に
お
い
て
は
、

及
第
者
達
の
祝
賀
遊
宴
の
場
な
の
で
あ
り
、
春
の
盛
り
の
こ
の
盛
宴
は
、
長
安

の
風
物
詩
で
も
あ

14
）

っ
た
。「
未
だ
識
ら
ず
」、
つ
ま
り
自
分
に
縁
の
な
い
も
の
で

あ
り
、
及
第
の
喜
び
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
一
首
の
第
三
句
は
、
自
己
の
才
の
無
さ
の
卑
下
で
あ
り
、
第
四
句
は
、
こ

の
生
の
苦
し
み
で
あ
る
。
第
五
句
、
第
六
句
の
景
物
が
、
具
体
的
に
ど
こ
の
も

の
か
、
何
を
意
図
し
て
い
る
か
は
、
明
確
で
な
い
。
許
棠
が
隠
棲
し
て
い
る
地

の
、
寂

と
し
た
風
景
で
あ
ろ
う
か
。
い
さ
さ
か
、
詩
の
文
脈
の
連
環
が
滞
る

が
、
末
二
句
の
意
味
は
明
瞭
で
あ
る
。「
東
堂
」
は
試
験
場
の
こ
と
で
あ
る
。

か
つ
て
、
こ
の
李
常
侍
に
推
薦
を
受
け
た
と
い
う
。
旧
知
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
人
物
が
、
南
方
へ
赴
任
し
て
来
た
の
を
知
っ
て
の
、
こ
の
詩
の
製
作
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
末
句
で
は
、
年
老
い
白
髪
と
な
っ
て
も
、「
志
」
は

不
変
で
あ
る
と
、
初
志
の
貫
徹
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
は
、
第

五
首
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、

孤
立
時
全
塞

孤
立

時
に
全
く
塞
が
る

求
名
勢
転
難

求
名

勢
は
転
た
難
し

一
二

巌
荒
噴
月
泉

巌
は
荒
る

噴
月
の
泉

東
堂
曾
受
薦

東
堂

曾
て
薦
を
受
く

垂
白
志
猶
堅

垂
白

志
は
猶
お
堅
な
り

五
律
の
第
一
首
で
あ
る
。「
江
西
」
は
江
西
観
察
使
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
常
侍
」
は
、
中
書
省
門
下
省
の
「
散
騎
常
侍
」
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
使
職

が
帯
び
る
寄
禄
官
で
あ
る
。
因
み
に
従
三
品
の
高
官
で
あ
る
。
当
時
の
使
職
と

許
棠
の
人
生
を
擦
り
合
わ
せ
る
と
、
李

の
名
が
挙
が
り
、
こ
の
詩
の
相
手
は
、

こ
の
人
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
会
府
は
洪
州
で
あ
る
。
許
棠
の
故
郷
で
あ

る
宣
州

県
と
、
相
対
的
に
は

13
）

近
い
。
李

は
、
新
旧
の
「
唐
書
」
に
は
伝
が

な
い
が
、「
唐
方
鎮
年
表
」
巻
五
に
よ
れ
ば
、
咸
通
九
年
（

六

年
）
か
ら

十
一
年
（

七
〇
年
）
に
、
赴
任
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
四
首
の
「
楚

」、

第
五
首
の
「
越
鳥
」「
蛮
花
」
な
ど
の
語
か
ら
、
許
棠
の
南
方
へ
の
帰
省
や
旅

中
で
の
出
会
い
、
あ
る
い
は
治
所
の
洪
州
で
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

許
棠
は
、
自
己
の
身
の
定
ま
ら
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
、
科
挙
に
下
第
し
続
け

て
い
る
状
況
が
、
已
に
二
十
二
、
三
年
に
及
ん
で
い
る
と
言
う
。
第
二
句
の

「
燕
に
滞
る
」
の
内
容
は
分
ら
な
い
が
、「
秦
に
遊
ぶ
」
の
目
的
は
、
長
安
で
の

省
試
で
あ
ろ
う
。
こ
の
寄
辺
な
い
不
安
定
な
状
況
は
、
第
二
首
の
冒
頭
の
、

復
棲
棲

復
た
棲
棲

人
間
只
自
迷

人
間

只
だ
自
ら
迷
う

に
よ
く
現
わ
れ
て
い
よ
う
。
確
固
た
る
も
の
の
な
い
、
中
途
半
端
な
状
況
で
あ

る
。
科
挙
に
及
第
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
第
三
首
の
冒
頭
に
、
明
確
に
叙
述
さ
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一
一

ど
を
経
、
華
や
ぎ
も
無
く
終
る
。「
唐
才
子
伝
」
巻

は
そ
の
人
生
の
最
後
を
、

竟
流
落
而
死
。

竟
に
流
落
し
て
死
す
。

と
、
手
厳
し
く
記
す
。
最
後
は
、
落
ち
ぶ
れ
て
死
ん
だ
と
い
う
意
で
あ
る
。

こ
の
李
僕
射
へ
の
「
陳
情
」
の
詩
は
、
そ
の
人
生
の
比

的
若
い
頃
の
作
で

あ
ろ
う
が
、
自
己
の
求
職
あ
る
い
は
、
広
く
科
挙
へ
の
推
輓
を
求
め
る
も
の
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

六

晩
唐
期
の
人
許
棠
に
は
、「
陳
情
」
の
語
を
含
む
二
つ
の
連
作
詩
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
例
は
、
た
だ
で
さ
え
稀
な
「
陳
情
」
の
語
を
含
む
唐
代
の
詩
篇
の

中
で
、
特
異
に
し
て
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
一
つ
は
五
言
律
詩
の
連
作
五
首
、

一
つ
は
七
言
律
詩
の
連
作

首
で
あ
る
。

陳
情
献
江
西
李
常
侍
五
首

陳
情

江
西
の
李
常
侍
に
献
ず

五
首

二
十
二
三
年

二
十
二
三
年

遊
秦
復
滞
燕

秦
に
遊
び
復
た
燕
に
滞
る

徒
陪
群
彦
後

徒
ら
に
陪
す

群
彦
の
後

自
苦
此
生
前

自
ら
苦
し
む

此
の
生
前

径
折
啼
猿
樹

径
は
折
る

啼
猿
の
樹

を
作
る
に
、
凡
そ

た
び
手
を
叉
し
て

韻
成
り
、
時
に
温

叉
と
号
す
。

多
く
隣
鋪
の
為
に
手
を
仮
し
、
号
し
て
救
数
人
と
曰
う
な
り
。

引
用
は
、
前
半
で
、
詩
人
の
才
能
の
豊
か
さ
を
示
し
て
い
る
。
更
に
、
隣
席
の

受
験
者
の
答
案
作
製
に
手
を
貸
し
た
と
い
う
、
特
異
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
す
。

「
唐
詩
紀
事
」
の
別
の
条
で
は
、
困
っ
た
試
験
主
宰
者
が
、
温
庭

の
席
を
別

に
し
た
と
い
う
話
を
載
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
更
に
、
平
素
の
交
遊
や
生
活
ぶ
り
が
、
大
方
の
顰
蹙
を
買
う
こ
と

に
な
る
。「
旧
唐
書
」
巻
一
九
〇
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

初
至
京
師
、
人
士
翕
然
推
重
。
然
士
行
塵
雑
、
不
修
辺
幅
。
能
逐
絃
吹
之
音
、

為
側
艶
之
詞
。
公
卿
家
無
頼
子
弟
裴
誠
令
狐
縞
之
徒
、
相
与

飲
、
酣
酔
終

日
、
由
是
累
年
不
第
。

初
め
て
京
師
に
至
る
や
、
人
士
翕
然
と
し
て
推
重
す
。
然
れ
ど
も
士
行
塵
雑
、

辺
幅
を
修
め
ず
。
能
く
絃
吹
の
音
を
逐
い
、
側
艶
の
詞
を
為
る
。
公
卿
の
家

の
無
頼
の
子
弟
の
裴
誠
令
狐
縞
の
徒
、
相
与
に

飲
し
、
酣
酔
す
る
こ
と
終

日
、
是
に
由
り
て
、
累
年
第
せ
ず
。

た
と
え
才
能
が
あ
ろ
う
と
も
、
全
体
的
な
人
間
判
断
に
よ
っ
て
、
最
終
的
選
抜

を
行
う
と
い
う
、
唐
代
の
科
挙
の
理
念
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
平
素
の
素

行
の
悪
さ
や
悪
評
は
致
命
的
で
あ
ろ
う
。
何
ら
か
の
契
機
で
「
無
頼
」
に
成
り

果
て
た
の
か
。
逆
に
自
分
が
、
科
挙
に
通
ら
な
い
と
い
う
自
覚
が
、
更
に
輪
を

か
け
た
の
か
。
そ
の
辺
の
事
情
は
分
ら
な
い
が
、
結
局
、
科
挙
に
及
第
す
る
こ

と
な
く
、
節
度
使
の
幕
僚
を
転
々
と
し
、
地
方
の
末
端
の
官
の
方
城
の
県
尉
な
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旅
食
」
や
「

修
の
銭
」
に
、
経
済
的
な
困
窮
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
詩
で
は
、
常
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
ろ
う
。「
招
延
」「
営
中
」「
幕
下
」

「
委
質
」
な
ど
の
語
か
ら
、
作
者
は
、
と
り
あ
え
ず
、
節
度
使
の
幕
僚
と
し
て

の
採
用
を
願
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
当
然
、
科
挙
へ

の
推
薦
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
こ
の
詩
は
、
次
の
二
句
で
結
ば
れ

る
。韶

光
如
見
借

韶
光

如
し
借
ら
れ
ば

寒
谷
変
風
煙

寒
谷

風
煙
を
変
ぜ
ん

韶
光
」（
日
の
光
）
は
、
相
手
の
恩
顧
を
言
う
で
あ
ろ
う
。
目
を
か
け
て
頂
け

れ
ば
、「
寒
谷
」、
作
者
の
今
の
状
況
は
、
よ
い
方
へ
変
化
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う

と
結
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
科
挙
の
不
如
意
を
踏
ま
え
、
旧
知
の
有
力
な

高
官
に
対
し
て
、
自
ら
の
窮
状
を
訴
え
、
何
ら
か
の
職
、
ひ
い
て
は
科
挙
へ
の

力
添
え
を
「
陳
情
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

温
庭

は
、
科
挙
を
受
け
続
け
る
が
、
試
験
場
の
名
物
男
と
な
り
果
て
る
。

そ
の
豊
か
な
才
能
と
実
人
生
の
無
軌
道
振
り
は
、
正
史
や
史
料
類
に
多
く
記
さ

れ
て
い
る
。「
唐
詩
紀
事
」
巻
五
十
四
か
ら
、
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う

で
あ
る
。

庭

才
思
艶
麗
、
工

小
賦
。
毎
入
試
、
押
官
韻
作
賦
、
凡

叉
手
而

韻

成
、
時
号
温

叉
。
多
為
隣
鋪
仮
手
、
号
曰
救
数
人
也
。

庭

は
才
思
艶
麗
、
小
賦
に
工
な
り
。
試
に
入
る
毎
に
、
官
韻
を
押
し
て
賦

一
〇

の
秋
に
病
の
た
め
、
翌
年
の
省
試
に
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

こ
の
詩
の
第
三
十
六
句
「
名
亦
濫
吹

」（
名
も
亦
濫
り
に

を
吹
く
）
に
も
、

先
の
詩
と
同
じ
く
自
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

予
去
秋
試
京
兆
薦
、
名
居
其
副
。

予

去
秋

京
兆
の
薦
に
試
み
ら
れ
、
名
は
其
の
副
に
居
り
。

こ
こ
で
、
先
の
李
僕
射
へ
の
「
陳
情
」
の
詩
も
、
開
成
五
年
（

四
〇
年
）
の

作
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
前
年
の
科
挙
の
登
第
は
な
く
、
今
年

も
、
郷
貢
に
及
ば
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

陳
情
」
の
詩
に
戻
れ
ば
、
詩
は
更
に
、
自
己
の
静
か
な
、
あ
る
い
は
逼
塞

し
た
生
活
環
境
を
述
べ
た
後
、
自
己
の
「
推
輓
」「
求
乞
」
の
情
へ
と
筆
を
転

ず
る
の
で
あ
る
。
第

十
三
句
か
ら
第
九
十
二
句
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

鄭
郷
空
健
羨

鄭
郷

健
羨
空
し
く

陳

未
招
延

陳

未
だ
招
延
せ
ず

旅
食
逢
春
尽

旅
食

春
に
逢
い
て
尽
き

遊
為
事
牽

遊

事
の
為
に
牽
か
る

宦
無
毛
義
檄

宦
に
毛
義
の
檄
無
く

婚
乏

修
銭

婚
に

修
の
銭
乏
し

弱
営
中
柳

と
し
て
弱
し

営
中
の
柳

披
敷
幕
下
蓮

披
き
て
敷
く

幕
下
の
蓮

能
容
委
質

し
能
く
委
質
を
容
る
れ
ば

非
敢
望
差
肩

敢
て
差
肩
を
望
む
に
非
ず
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九

余
嘗
忝
京
兆
薦
、
名
居
其
副
。

余
嘗
て
京
兆
の
薦
を
忝
く
し
、
名
は
其
の
副
に
居
り
。

京
兆
府
」、
つ
ま
り
長
安
で
の
推
薦
を
受
け
、「
名
」
は
第
二
位
に
あ
っ
た
の

だ
と
解
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、「

浜
病
未

」
の
句
に
対
し
て
は
、

一
年
抱
疾
、
不
赴
郷
薦
試

11
）

有
司
。

一
年
疾
を
抱
き
、
郷
薦
に
赴
き
て
有
司
に
試
み
ら
れ
ず
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
年
前
は
、
京
兆
府
試
ま
で
は
行
っ
た
の
だ
が
、
今
年
は
、

病
い
が
続
い
て
、
郷
試
も
放
棄
し
た
の
だ
と
解
せ
ら

12
）

れ
る
。

こ
の
排
律
五
十
韻
と
対
に
な
る
よ
う
な
、
更
に
長
大
な
詩
が
、
温
庭

の
詩

集
の
中
で
、
こ
の
詩
の
直
前
に
存
在
す
る
。
詩
題
と
序
文
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の

よ
う
で
あ
る
。

病
中
書
懐
呈
友
人

序

病
中
書
懐

友
人
に
呈
す

序

開
成
五
年
秋
、
以
抱
疾
郊
野
、
不
得
与
郷
計
偕
至
王
府
。
将
議

適
、
隆
冬

自
傷
。
…
…

開
成
五
年
の
秋
、
郊
野
に
疾
を
抱
え
る
を
以
て
、
郷
計
と
偕
に
王
府
に
至
る

を
得
ず
。
将
に

適
を
議
せ
ん
と
し
、
隆
冬
自
ら
傷
む
。
…
…

こ
の
一
百
韻
の
作
品
が
、
開
成
五
年
（

四
〇
年
）
の
厳
冬
の
作
で
あ
り
、
そ

抑
揚
中
散
曲

抑
揚

中
散
の
曲

漂
泊
孝
廉
船

漂
泊

孝
廉
の
船

未
展
干
時
策

未
だ
展
べ
ず

干
時
の
策

徒
抛
負
郭
田

徒
だ
抛
つ

負
郭
の
田

転
蓬
猶

爾

転
蓬

猶
お

爾
た
り

懐
橘
更

然

懐
橘

更
に

然
た
り

投
足
乖
蹊
逕

投
足

蹊
逕
に
乖
い

冥
心
向
簡
篇

冥
心

簡
篇
に
向
う

未
知
魚
躍
地

未
だ
知
ら
ず

魚
躍
の
地

空
愧
鹿
鳴
篇

空
し
く
愧
ず

鹿
鳴
の
篇

稷
下
期
方
至

稷
下

期
方
に
至
る
も

浜
病
未

浜

病
未
だ

え
ず

第
五
十
七
句
か
ら
第
七
十
句
ま
で
で
あ
る
。「
無
媒
」
は
、
唐
代
科
挙
に
関
わ

る
詩
に
、
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
自
己
を
推
挙
す
る
人
、
自
己
を
見
い

出
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
漂
泊
」
に
せ
よ
、「
転

蓬
」
に
せ
よ
、
定
め
な
い
自
己
の
状
況
が
比
喩
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

科
挙
と
の
関
わ
り
が
最
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
の
が
、
第
六
十

句
の
「
空
し

く
愧
ず

鹿
鳴
の
篇
」
で
あ
ろ
う
。「
詩
経
」
の
小
雅
の
鹿
鳴
は
、「
郷
貢
」
を

都
に
送
る
時
歌
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
空
し
く
愧
ず
」
と
い

う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
都
で
の
本
試
験
で
あ
る
礼
部
試
の
不
如
意
を
言
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
第
七
十
句
に
表
出
さ
れ
て
い
る
「
病
」
と

も
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
句
に
は
、
原
注
が
存
在
す
る
の

で
あ
る
。「
空
愧
鹿
鳴
篇
」
の
句
に
は
、
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あ
ろ
う
か
。
温
庭

の
生
き
た
時
代
と
淮
南
節
度
使
と
な
っ
た
人
と
の
関
係
か

ら
、
自
ず
と
絞
ら
れ
て
こ
よ
う
が
、
諸
説
あ
り
、
一
定
し
な
い
。「
温
飛
卿
集

箋
注
」
巻
六
で
、
顧
嗣
立
が
指
摘
す
る
の
は
、
李
蔚
で
あ
る
。
ま
た
、「
温
飛

卿
繫
年
」
で
、
夏
承

が
考
証
す
る
の
は
、
著
名
な
政
治
家
の
李
徳
裕
で

10
）

あ
る
。

「
唐
才
子
伝
校
箋
」
は
、
李
紳
に
比
定
す
る
が
、
そ
の
簡
譜
に
よ
れ
ば
、
温
庭

の
最
初
の
科
挙
受
験
が
、
開
成
五
年
で
、
年
が
四
十
歳
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
年
で
は
、
遅
す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
人
と
も
、
こ
の
李
僕
射

は
、
決
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

冒
頭
の
「

紹
」
で
自
己
を
、「
山
濤
」
で
李
僕
射
を
比
喩
し
て
い
る
が
、

「
垂

」
の
幼
い
日
、「
牀
前
に
拝
す
」
と
、
温
庭

は
李
僕
射
と
出
会
っ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
る
。
相
手
は
、
今
は
、
文
字
通
り
の
「
雲
の
上
の
人
」
で
あ
り
、

様
々
な
こ
と
を
思
え
ば
、
涙
は
「
潺
湲
」
と
し
て
、
さ
め
ざ
め
と
流
れ
出
る
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
続
け
て
、

憶
昔
龍
図
盛

憶
う
昔

龍
図
盛
ん
に
し
て

方
今
鶴
羽
全

方
今

鶴
羽
全
し

と
、
詩
は
典
故
を
連
ね
て
重
畳
と
叙
せ
ら
れ
る
が
、
第
五
十
六
句
、
す
な
わ
ち

二
十

韻
め
ま
で
が
、
こ
の
李
僕
射
の
人
生
の
事
跡
と
そ
の
人
徳
へ
の
賞
賛
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
決
ま
っ
た
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
荘
重
な
修

辞
の
後
に
、
転
じ
て
、
自
己
の
不
遇
と
悲
哀
の
状
況
へ
と
転
じ
る
の
で
あ
る
。

有
客
将
誰
託

客
有
り
将
に
誰
に
か
託
せ
ん

無
媒
窃
自
憐

媒
無
く
窃
か
に
自
ら
憐
れ
む

う
。
し
か
し
、
知
貢
挙
の
近
辺
に
居
る
有
力
者
と
も
考
え
ら
れ
、
も
と
よ
り
、

贈
詩
の
相
手
は
、
判
然
と
し
な
い
。

鵠
は
こ
の
詩
で
、
知
貢
挙
あ
る
い
は
そ

の
近
く
で
及
第
を
左
右
し
う
る
有
力
者
に
、
自
己
の
礼
部
試
で
の
及
第
を
「
陳

情
」
し
た
の
で
あ
る
。五

感
旧
陳
情
五
十
韻
献
淮
南
李
僕
射

感
旧

陳
情
五
十
韻

淮
南
の
李
僕
射

に
献
ず

紹
垂

日

紹

垂

の
日

山
濤
筮
仕
年

山
濤

筮
仕
の
年

琴
樽
陳
席
上

琴
樽

席
上
に
陳
ね

綺
拝
牀
前

綺

牀
前
に
拝
す

隣
里
纔
三

隣
里

纔
か
に
三

雲

已
九
遷

雲

已
に
九
遷

感
深
情

感
深
く

情
は

言
発
涙
潺
湲

言
発
し
て

涙
は
潺
湲

作
者
の
温
庭

は
、
李
商
隠
、
杜
牧
と
並
ぶ
、
晩
唐
期
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ

る
が
、
そ
の
人
生
は
蹉
跌
に
満
ち
て
い
る
。
五
十
韻
、
百
句
に
及
ぶ
長
大
な
詩

の
最
初
の

句
で
あ
る
が
、「
感
旧
」（
旧
に
感
ず
）
が
、
こ
の
贈
詩
の
相
手
と

の
か
つ
て
の
交
わ
り
を
示
し
て
い
る
。「
淮
南
」
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
淮

南
節
度
使
の
こ
と
で
あ
る
。「
僕
射
」
は
尚
書
省
の
僕
射
で
あ
り
、
従
二
品
に

当
る
高
官
で
あ
る
。
も
と
よ
り
使
職
の
寄
禄
官
で
あ
る
が
、
李
僕
射
と
は
誰
で
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七

陰
谷
非
因
暖

陰
谷

暖
に
因
る
に
非
ざ
れ
ば

幽
叢
豈
望
春

幽
叢

豈
に
春
を
望
ま
ん

升
沈
在
言
下

升
沈

言
下
に
在
り

応
念
異
他
人

応
に
他
人
に
異
な
る
を
念
う
べ
し

鵠
の
詩
で
あ
る
が
、
相
手
が
誰
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
第
三
句
、
第
四
句

の
表
現
か
ら
、
科
挙
に
応
じ
て
下
第
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
は
、
明
確
で

あ
ろ
う
。
第

句
の
「
幽
叢
」
は
「
陰
谷
」
に
い
る
自
ら
の
比
喩
で
あ
り
、

「
暖
」、
つ
ま
り
恩
顧
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。「
春
」
は
、
科
挙
の
及
第
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
。「
升
沈
」
は
、
合
否
と
も
と
れ
る
が
、「
言
下
」
の
解
釈

に
困
難
が
残
る
。
し
か
し
、
あ
な
た
の
力
添
え
に
よ
っ
て
「
升
沈
」
が
決
ま
る

の
で
あ
る
と
の
切
迫
し
た
表
現
が
、
第
七
句
、
第

句
で
あ
る
。

鵠
は
、
会
昌
三
年
（

四
三
年
）
に
、
及
第
し
て
い
る
。
知
貢
挙
は
、
吏

部
尚
書
の
王
起
で
あ
る
。
そ
の
時
の
、
謝
礼
の
詩
が
今
に
残
る
。
こ
の
詩
の
第

一
句
、
第
二
句
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

三
年
竭
力
向
春

三
年

力
を
竭
し
て
春

に
向
う

塞
断
浮
華
衆
路
岐

浮
華
を
塞
断
し
路
岐
衆
し（「

及
第
後
上
主
司
王
起
」）

春

」
と
は
、
礼
部
試
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

鵠
の
受
験
過
程
の
概
略
が
分

る
。「
三
年
」
と
い
う
、
比

的
短
い
期
間
で
あ
る
。
仮
に
「
陳
情
」
の
詩
が
、

知
貢
挙
に
あ
て
た
詩
と
す
れ
ば
、
会
昌
三
年
（

四
三
年
）
及
第
時
の
王
起
、

会
昌
二
年
（

四
二
年
）
と
会
昌
一
年
（

四
一
年
）
の
柳

が
考
え
ら
れ
よ

こ
の
よ
う
な
一
徹
な
意
志
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
科
挙
及
第
が
、
至

上
の
目
的
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
劉
徳
仁
は
「
陳
情
」
の
詩
を
続
け
る
。

此
生
如
遂
意

此
の
生

如
し
意
を
遂
ぐ
れ
ば

誓
死
報
知
音

誓
死

知
音
に
報
い
ん

上
徳
憐
孤
直

上
徳

孤
直
を
憐
れ
み

唯
公
抜
陸
沈

唯
だ
公
の
み
陸
沈
を
抜
く

第
十
九
句
か
ら
第
二
十
二
句
で
あ
る
。
何
と
か
自
分
に
、
力
添
え
を
願
え
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
。
劉
得
仁
は
、
か
つ
て
知
貢
挙
を
経
験
し
た
こ
と
も

あ
る
、
政
府
の
有
力
者
に
、
自
分
を
認
め
て
合
格
へ
の
力
添
え
を
し
て
ほ
し
い

と
、「
陳
情
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
年
の
こ
の
よ
う
な
努
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
生
涯
、
及
第
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四

感
懐
陳
情

感
懐
陳
情

恩
重
空
感
激

恩
は
重
く
感
激
空
し

何
門
誓
殺
身

何
れ
の
門
に
か
殺
身
を
誓
わ
ん

謬
曾
分
玉
石

謬
り
て
曾
て
玉
石
に
分
け
ら
れ

竟
自
困
風
塵

竟
に
自
ら
風
塵
に
困
ず
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昆
弟
皆
歴
貴
仕

昆
弟

皆

貴
仕
を
歴
す

あ
る
い
は
、「
唐
才
子
伝
」
巻
六
で
は
、

昆
弟
以
貴
戚
皆
擢
顕
仕

昆
弟

貴
戚
を
以
て
皆

顕
仕
に
擢
で
ら
る

と
述
べ
て
い
る
。
兄
弟
は
皇
帝
の
親
戚
と
い
う
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
分
ら
な

い
が
、
良
い
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
苦
労
の
果
て
に
、
科
挙
を
受

け
て
任
官
す
る
程
の
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
劉
得
仁
は
、
科
挙
を
受

け
続
け
る
の
で
あ
る
。
自
ら
も
、

如
病
如
癡
二
十
秋

病
の
如
く
癡
の
如
く
二
十
秋

（「
省
試
日
上
崔
侍
郎
四
首
之
二
」）

と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
、
概
略
二
十
年
で
あ
る
。
こ
の
心
情
原
理
は
、

何
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
「
名
」
で
あ
ろ
う
。
詩
人
に
と
っ
て
は
、
科
挙

に
通
る
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
、
及
第
が
人
生
の
無
上
の
栄
誉
と
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
実
現
が
、
そ
れ
し
か

な
い
の
で
あ
る
。「
唐
才
子
伝
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
、
劉
徳
仁
の
心
情
を
叙

述
す
る
。

嘗
立
志
。
必
不
獲
科
第
、
不
願

人
之
爵
也
。

嘗
て
志
を
立
つ
。
必
ず
科
第
を
獲
ざ
れ
ば
、

人
の
爵
を
願
わ
ず
と
。

六

の
ポ
ス
ト
は
、
礼
部
侍
郎
で
あ
り
、
劉
得
仁
の
こ
の
詩
の
肩
書
き
と
は
合
致
し

な
い
。「
大
夫
」
は
、
検
察
機
関
で
あ
る
「
御
史
台
」
の
御
史
大
夫
で
あ
り
、

「
旧
唐
書
」
に
よ
れ
ば
、
大
中
十
一
年
（

五
七
年
）
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、

呉
廷

の
「
唐
方
鎮
年
表
」
巻
六
で
は
、
大
中
十
二
年
（

五

年
）
五
月
に
、

剣
南
西
川
節
度
使
に
赴
任
し
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
間
の
長

安
で
の
作
で
あ
り
、
自
己
の
不
遇
と
力
添
え
を
依
頼
す
る
も
の
で
あ
る
。
有
力

者
に
、
自
己
を
推
輓
し
て
も
ら
い
、
試
験
関
係
者
、
最
終
的
に
知
貢
挙
に
情
報

を
持
っ
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
こ
れ
が
、
唐
代
科
挙
受
験
者
の
行
動
で
あ
る
。

た
だ
、
劉
得
仁
が
、
一
般
の
受
験
者
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
詩
の
次

の
詩
句
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
自
注
の
内
容
で
あ
る
。

辛
苦
文
場
久

辛
苦

文
場
に
久
し
く

因
縁
戚
里
深

因
縁

戚
里
に
深
し

老
迷
新
道
路

老
い
て
迷
う

新
た
な
道
路

貧
売
旧
園
林

貧
に
し
て
売
る

旧
園
林

第
九
句
か
ら
第
十
二
句
ま
で
で
あ
る
。「
文
場
」
と
は
試
験
場
で
あ
る
。
そ
し

て
「
因
縁
」
の
句
に
自
注
が
存
在
す
る
。

親
弟
大
中
元
年
尚
主

親
弟

大
中
元
年

尚
主

大
中
元
年
は

四
七
年
。「
尚
主
」
と
は
、
皇
帝
の
娘
と
結
婚
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
兄
弟
達
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、「
唐

言
」
巻
十
は
、

― ―173

唐
代
の
「
陳
情
」
の
詩
に
つ
い
て



五

と
あ
り
、
己
を
卑
下
し
つ
つ
、「
名
場
」
つ
ま
り
科
挙
の
試
験
場
で
の
不
如
意

を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
五
句
、
第
六
句
で
、

刻
骨
捜
新
句

刻
骨

新
句
を
捜
す
も

無
人
憫
白
衣

人
の
白
衣
を
憫
れ
む
無
し

と
い
う
よ
う
に
、
自
ら
の
詩
文
製
作
へ
の
苦
心
と
、
現
実
に
仕
官
で
き
な
い
自

分
へ
の
、
人
々
の
無
視
を
述
べ
て
い
る
。
知
己
に
自
ら
の
状
況
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
知
己
を
通
し
て
の
試
験
関
係
者
へ
の
関
接
的
働
き
か
け
を
期
待
し
て
い

る
の
だ
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
の
「
陳
情
」
は
、
己
の
状
況
の
憐
れ
さ
を
点
綴

し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
、
科
挙
及
第
へ
の
力
添
え
の
頼
み
な
の
で
あ
る
。

劉
得
仁
の
も
う
一
つ
の
詩
は
、
二
十

句
の
長
編
で
あ
る
。
論
点
に
必
要
な

詩
句
を
取
り
あ
げ
る
。

陳
情
上
李
景
譲
大
夫

陳
情

李
景
譲
大
夫
に
上
る

一
被
浮
名
誤

一
た
び
浮
名
に
誤
ら
れ

旋
遭
白
髪
侵

旋
ち
白
髪
の
侵
す
に
遭
う

裴
回
恋
明
主

裴
回

明
主
を
恋
い

夢
寐
在
秋
岑

夢
寐

秋
岑
に
在
り

詩
題
と
最
初
の
四
句
で
あ
る
。
贈
詩
の
相
手
の
李
景
譲
は
、「
旧
唐
書
」
巻
一

七
と
「
新
唐
書
」
巻
一
七
七
に
伝
記
を
残
す
高
官
で
あ
る
。
李
景
譲
は
、
一

度
、
開
成
五
年
（

四
〇
年
）
に
知
貢
挙
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時

万
一
冀
哀
憐

万
一
に
も
哀
憐
を
冀
う

と
結
び
、
自
己
の
及
第
を
頼
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
鄭

の
も
と
で
は
、
結
局
及
第
し
な
か
っ
た
。
顧
非
熊
の
下
第
は
、

例
え
ば
、「
唐

言
」
巻

に
、

非
熊
既
為
所
排
、
在
挙
場
三
十
年
、
屈
声

人
耳
。

非
熊
既
に
排
す
る
所
と
な
り
、
挙
場
に
在
る
こ
と
三
十
年
、
屈
声

人
の
耳

に

し
。

と
あ
る
よ
う
に
、
排
斥
の
結
果
、
長
期
に
度
り
、
及
第
そ
の
も
の
が
自
己
目
的

化
し
て
ゆ
く
。
結
局
、
会
昌
五
年
（

四
五
年
）、
知
貢
挙
の
陳
商
の
下
で
及

第
が
叶
っ
た
の
で
あ
る
。
先
の
「
陳
情
」
の
詩
が
書
か
れ
て
後
、
更
に
十
五
、

六
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
顧
非
熊
と
い
う
人
物
が
、
そ
の
長
大
な

受
験
過
程
の
中
頃
に
、
知
貢
挙
の
鄭

へ
、
自
己
の
及
第
を
、
直
接
「
陳
情
」

し
た
も
の
だ
っ
た
の
で

8
）

あ
る
。

顧
非
熊
へ
の
贈
詩
を
二
首
残
し
、
現
在
に
そ
の
交
遊
の
一
端
を
見
せ
て
い
る

の
が
、
劉
得
仁
で

9
）

あ
る
。
そ
の
「
陳
情
」
を
含
む
五
言
律
詩
は
、「
陳
情
上
知

己
」（
陳
情

知
己
に
上
る
）
と
い
う
題
で
あ
る
。「
知
己
」
の
姓
名
、
製
作
時

な
ど
分
ら
な
い
が
、
第
一
句
と
第
二
句
に

性
与
才
俱
拙

性
は
才
と
俱
に
拙
く

名
場
迹
甚
微

名
場

迹
甚
だ
微
な
り
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陳
情
上
鄭
主
司

陳
情

鄭
主
司
に
上
る

登
第
久
無
縁

登
第

久
し
く
縁
無
し

帰
情
思
渺
然

帰
情

思
い
渺
然
た
り

芸
慚
公
道
日

芸
は
慚
ず

公
道
の
日

身
賤
太
平
年

身
は
賤
し

太
平
の
年

晩
唐
期
の
顧
非
熊
の
、
全
て
で
二
十

句
あ
る
詩
の
最
初
の
四
句
で
あ
る
。
詩

題
の
「
主
司
」
と
は
、
礼
部
試
を
主
管
す
る
知
貢
挙
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩

は
明
確
に
、
試
験
の
主
宰
者
に
、
直
接
あ
て
た
詩
で
あ
る
。
顧
非
熊
の
大
体
の

生
存
年
と
、
各
年
の
知
貢
挙
を
突
き
当
て
れ
ば
、
鄭

と
い
う
人
物
が
浮
ぶ
。

「
登
科
記
考
」
巻
二
十
、
二
十
一
に
よ
れ
ば
、
大
和
三
年
（

二
九
年
）
と
大

和
四
年
（

三
〇
年
）
に
知
貢
挙
と
な
っ
て
い
る
。
官
は
礼
部
侍
郎
で
あ
る
。

こ
の
詩
は
、
こ
の
い
ず
れ
か
の
年
か
あ
る
い
は
そ
の
前
年
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
詩
の
中
の
表
現
で
、

秦
城
春
十
二

秦
城

春
十
二

呉
苑
路
三
千

呉
苑

路
三
千

と
あ
る
よ
う
に
、
已
に
連
続
し
て
い
れ
ば
、
受
験
歴
十
二
年
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
十
二
回
と
、
言
っ
て
い
る
。
第
一
句
に
言
え
る
よ
う
に
、「
登
第

久
し
く

縁
無
し
」
の
状
況
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
二
句
で
、

懇
情
今
吐
尽

懇
情

今
吐
き
尽
す

四

そ
れ
は
、
自
己
の
推
輓
者
が
い
な
い
事
を
言
う
が
、
そ
れ
故
、
知
貢
挙
へ
の
贈

詩
と
い
う
直
接
行
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「

百
人
」
は
、
礼
部
試
の

受
験
者
の
大
ま
か
な
数
で
あ
り
、
唐
代
科
挙
の
一
資
料
と
も
な
る
。
そ
の
中
で

「
施
」
と
い
う
姓
の
受
験
者
は
、
自
分
一
人
で
あ
る
と
、
注
意
を
喚
起
す
る
わ

け
で
あ
り
、
こ
の
表
現
は
異
彩
で
あ
る
。
別
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
作
者
は
、

他
の
受
験
者
の
姓
に
限
っ
て
も
、
全
て
把
握
し
て
い
た
と
い
う
事
に
な
る
。
こ

の
辺
り
に
も
、
知
り
合
い
が
い
な
い
と
い
う
事
が
、
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
唐
代
科
挙
の
進
士
科
の
及
第
者
数
は
、
大
体
、
年
平
均

三
十
人
前
後
で
あ
っ
た
。

第
三
句
、
第
四
句
は
、
典
故
の
追
求
が
難
し
く
、
ま
た
、「

箭
」
は
、
他

に
用
例
が
無
く
、
く
っ
き
り
と
意
を
握
み
難
い
。「
弱
羽
」（
弱
々
し
い
鳥
）、

「

驢
」（
足
の
悪
い
ロ
バ
）
は
、
自
己
の
比
喩
と
し
て
よ
い
が
、
こ
の
二
句
か

ら
は
、
何
ら
か
の
危
難
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
句
、
第
六
句
も
、
意
を
捕
え
難
い
が
、「
貧
女
」
が
、「
列
女
伝
」
の
斉

女
徐
吾
を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
己
を
喩
え
て
い
よ
う
。
要
は
、
第
三
句
か
ら
第
六

句
ま
で
、
自
己
を
取
り
ま
く
苦
難
の
状
況
を
考
え
れ
ば
よ
い
。

第
七
句
、
第

句
で
春
の
到
来
を
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
科
挙
の
及
第
で

あ
る
。「
従
来
受
恩
」
の
表
現
か
ら
す
れ
ば
、
作
者
と
こ
の
礼
部
侍
郎
は
、
以

前
か
ら
の
知
り
合
い
と
考
え
て
よ
い
。
自
分
へ
の
、
更
な
る
恩
顧
を
願
う
と
い

う
意
で
あ
る
。
施
肩
吾
は
、
科
挙
受
験
途
上
の
あ
る
年
、
相
手
は
誰
で
あ
る
か

断
定
で
き
な
い
が
、
自
己
の
及
第
を
、「
陳
情
」
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

三
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三

却
向
従
来
受
恩
地

却
っ
て
向
う

従
来
受
恩
の
地

再
求
青
律
変
寒
枝

再
び
青
律
を
求
め
て
寒
枝
を
変
ぜ
ん

中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
の
施
肩
吾
の
詩
で

6
）

あ
る
。
全
体
と
し
て
、
言
わ
ん
と

す
る
所
は
、
明
確
で
あ
る
も
の
の
、
部
分
的
に
判
然
と
し
な
い
所
の
あ
る
詩
で

あ
る
。
詩
題
の
「
礼
部
侍
郎
」
は
、
政
策
施
行
官
庁
で
あ
る
「
六
部
」
の
一
つ
、

「
礼
部
」
の
副
大
臣
で
あ
る
。
唐
代
の
科
挙
に
お
い
て
は
、
通
例
と
し
て
、
科

挙
の
主
宰
者
、「
知
貢
挙
」
と
な
り
、
最
終
的
な
、
合
否
の
決
定
者
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
が
誰
で
あ
る
か
、
断
定
で
き
な
い
。
施
肩
吾
は
、
元
和
十
五
年

（

二
〇
年
）
の
登
科
及
第
で
あ
り
、
知
貢
挙
は
、
太
常
少
卿
の
李
建
で
あ
る
。

登
第
を
願
う
内
容
で
あ
れ
ば
、
も
と
よ
り
そ
れ
以
前
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
因
み

に
、
徐
松
の
「
登
科
記
考
」
に
よ
れ
ば
、
施
肩
吾
及
第
時
に
最
も
近
い
「
礼
部

侍
郎
」
の
知
貢
挙
は
、
元
和
十
年
の
崔
群
、
元
和
九
年
の
韋
貫
之
が
あ
げ
ら
れ

る
が
、
も
と
よ
り
断
定
は
で
き
な
い
。

唐
才
子
伝
」
巻
六
は
、
何
ら
か
の
思
い
込
み
か
ら
か
、
こ
の
詩
を
知
貢
挙

に
及
第
を
感
謝
す
る
詩
と
し
て
、
語
を
入
れ
か
え
て
し
ま

7
）

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
謝
礼
部
陳
侍
郎
」
と
し
て
最
初
の
二
句
を
引
用
す
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ

り
、
傅

主
篇
「
唐
才
子
伝
校
箋
」
が
、「
陳
侍
郎
」
で
な
く
、
及
第
時
の

李
建
に
感
謝
す
る
詩
で
あ
る
と
し
て
、
も
と
の
「
唐
才
子
伝
」
の
テ
キ
ス
ト
を
、

訂
正
す
る
の
も
、
ま
た
更
な
る
誤
り
で
あ
る
。「
唐
才
子
伝
校
箋
」
は
、
第
五

冊
の
補
正
が
正
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
全
体
の
内
容
を
吟
味
す
れ
ば
、
ま
だ
作

者
は
、
科
挙
に
及
第
し
て
い
な
い
事
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
。

詩
の
第
一
句
、
第
二
句
は
、
奇
抜
な
表
現
で
あ
る
。「
九
重
」
は
、
宮
殿
、

す
な
わ
ち
朝
廷
や
長
安
を
指
す
。
親
し
い
知
り
合
い
が
い
な
い
嘆
き
で
あ
る
。

唐
詩
」
の
中
で
、
廖
廖
と
し
て
、
わ
ず
か
に
二
十
二
首
で

4
）

あ
る
。
作
者
と
詩
数

を
、「
全
唐
詩
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
順
に
、
列
挙
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

李
白
、
二
首
。
施
肩
吾
、
一
首
。
顧
非
熊
、
一
首
。
劉
得
仁
、
二
首
。

鵠
、

一
首
。
温
庭

、
一
首
。
許
棠
、
連
作
五
首
と
連
作

首
。
喩
坦
之
、
一
首
。

盛
唐
の
李
白
、
晩
唐
の
温
庭

以
外
は
、
通
常
の
文
学
史
に
も
登
場
し
な
い
、

マ
イ
ナ
ー
な
あ
る
い
は
無
名
の
作
者
ば
か
り
で
あ
る
。
李
白
が
盛
唐
期
の
人
で

あ
る
他
は
、
殆
ん
ど
晩
唐
期
に
生
き
た
人
々
で
あ
る
。
一
体
、
彼
ら
は
、
こ
れ

ら
の
詩
に
よ
っ
て
、
何
を
「
陳
情
」
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
は
、
こ

れ
ら
の
詩
篇
を
一
つ
一
つ
分
析
解
釈
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、

誰
に
何
を
「
陳
情
」
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
長

編
の
場
合
や
連
作
の
場
合
な
ど
は
、
詩
全
て
を
掲
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、
若
干
の

煩
鎖
な
考
証
を
し
つ
つ
、
上
記
の
順
に
考
察
す
る
。
た
だ
、
行
論
の
都
合
上
、

李
白
を
最
後
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
と

5
）

す
る
。

二

上
礼
部
侍
郎
陳
情

礼
部
侍
郎
に
上
る

陳
情

九
重
城
裏
無
親
識

九
重
城
裏

親
識
無
く

百
人
中
独
姓
施

百
人
中

独
り
姓
は
施

弱
羽
飛
時

箭
険

弱
羽
飛
ぶ
時

箭
険
し
く

驢
行
処
薄
氷
危

驢
行
く
処

薄
氷
危
う
し

晴
天
欲
照
盆
難
反

晴
天
照
ら
さ
ん
と
欲
し
て
盆
反
り
難
く

貧
女
如
花
鏡
不
知

貧
女
花
の
如
き
も
鏡
は
知
ら
ず
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王
逸
の
注
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

列
己
忠
心
所
趨
務
也

己
の
忠
心
の
趨
き
務
む
る
所
を
列
す
る
な
り

列
」（
な
ら
べ
る
）
に
、「
陳
」
の
本
来
の
意
味
が
説
明
さ
れ
て
い
よ
う
。
ま

た
、
朱
子
の
「
集
註
」
で
は
、「
自
明
也
」（
白
は
明
な
り
）
と
あ
り
、「
白
」

は
「
あ
き
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
意
で
あ
る
。

楚
辞
」
の
中
で
、「
陳
情
」
の
語
の
使
用
は
、
実
は
こ
の
一
例
に
し
か
す
ぎ

な
い
。「
陳
」
に
多
少
の
重
み
が
あ
る
と
し
て
も
、「
｜
を
｜
す
る
」
と
い
う
叙

述
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
背
後
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
つ
象
徴
的
な
言
葉

で
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
後
の
時
代
の
詩
文
の
中
で
、
例
え
ば
、「
揺
落
」
と

い
う
言
葉
が
あ
れ
ば
、
即
、「
楚
辞
」
の
「
九
弁
」
の

悲
哉
秋
之
為
気
也

蕭
瑟

草
木
揺
落
而
変
衰

悲
し
い
か
な
秋
の
気
為
る
や
、
蕭
瑟
と
し
て
草
木
の
揺
落
し
て
変
衰
す
。

が
、
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
「
典
故
」
で
も
な
い
。
伝
統
的
に
、

詩
語
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
、
使
用
さ
れ
て
来
た
言
葉
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
文
選
」
の
詩
賦
や
文
中
に
は
見
え

2
）

な
い
。
ま
た
、
唐
代
の
主
要
な

詩
人
の
詩
を
通
観
し
て
も
、
そ
の
使
用
例
を
殆
ん
ど
見
な
い
の
で

3
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
陳
情
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
が
、
唐
代
の
詩
篇
を
見
る
時
、

詩
題
の
中
で
使
用
し
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
五
万
首
近
い
「
全

二

理
由
、
意
見
な
ど
を
述
べ
る
こ
と
。
真
情
を
述
べ
訴
え
る
こ
と
。

た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
文
語
を
含
む
、
中
国
で
最
も
規
模
雄
大
な
「
漢
語

大
詞
典
」
で
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
訳
し
て
示
す
。

真
情
を
述
べ
訴
え
る
こ
と
。

こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
先
の
「
現
代
漢
語
詞
典
」
の
語
釈
の
後
半
部
の
原
文
、
こ

の
「
漢
語
大
詞
典
」
の
語
釈
の
原
文
を
、
日
本
の
常
用
漢
字
で
示
せ
ば
、
次
の

四
文
字
に
す
ぎ
な
い
。

陳
訴
衷
情

つ
ま
り
、
中
国
で
は
、
古
往
今
来
、
日
本
で
の
一
般
的
使
用
で
あ
る
、「
公
的

機
関
に
、
意
見
や
要
望
を
出
す
」
と
い
う
意
味
は
、
特
に
な
い
の
で
あ
り
、
日

本
で
の
独
自
な
意
味
が
付
加
し
、
普
及
し
て
い
る
漢
語
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
言
葉
の
中
国
で
の
最
も
古
い
使
用
例
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
紀
元
前
、
戦
国
時
代
、
楚
の
国
の
屈
原
の
作
と
さ
れ
る
「
楚
辞
」
で
あ

り
、
そ
の
「
九
章
」
の
「
惜
往
日
」
で

1
）

あ
る
。

願
陳
情
以
白
行

得
罪
過
之
不
意

情
を
陳
べ
て
以
て
行
を
白
か
に
せ
ん
と
願
い
て
、
罪
過
を
得
ん
と
は
之
れ
意

わ
ざ
り
き
。
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一

陳
情
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
代
の
日
本
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
市
役
所

や
町
役
場
へ
「
陳
情
」
す
る
と
い
う
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
が
、
一
般
的
で
あ
る
。

上
は
、
中
央
省
庁
で
の
予
算
獲
得
の
「
陳
情
」
で
あ
っ
た
り
、
下
は
町
内
の
生

活
改
善
や
紛
糾
処
理
の
「
陳
情
」
で
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
語

の
中
で
は
、
相
手
が
、
公
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
も
と
も
と

情
を
陳
（
の
）
べ
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
個
人
が
個
人
に
気
持
ち
を
伝
え
る
と
い

う
意
味
で
は
、
使
わ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
異
性
に
対
し
て
、
愛
を
「
陳

情
」
す
る
と
は
言
わ
な
い
し
、
友
人
に
、
借
金
を
「
陳
情
」
す
る
と
も
言
わ
な

い
。
相
手
が
個
人
と
し
て
も
、
公
的
な
職
の
場
合
で
あ
ろ
う
。

国
語
の
辞
典
で
は
、
一
応
、
単
純
な
「
情
を
述
べ
る
」
と
い
う
意
味
も
載
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、「
広
辞
苑
」
第
四
版
で
の
語
義
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
実
情
を
述
べ
る
こ
と
。
心
事
を
述
べ
る
こ
と
。

②
実
情
を
述
べ
て
、
公
的
機
関
に
善
処
を
要
請
す
る
こ
と
。

論

文

唐
代
の
「
陳
情
」
の
詩
に
つ
い
て

松

岡

秀

明

一

更
に
、
日
本
で
最
も
規
模
の
大
き
い
、「
日
本
国
語
大
辞
典
」
第
二
版
で
は
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
上
位
の
者
の
好
意
を
期
待
し
て
、
心
情
を
述
べ
た
り
、
事
の
次
第
を
訴
え

た
り
す
る
こ
と
。

②
中
央
や
地
方
の
公
的
機
関
に
、
実
情
を
訴
え
て
一
定
の
施
策
を
要
請
す
る

こ
と
。

そ
し
て
、
同
辞
典
で
は
、「
陳
情
運
動
」「
陳
情
書
」「
陳
情
団
」
な
ど
の
言
葉

を
、
見
出
し
語
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

で
は
、
翻
え
っ
て
、
中
国
で
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
現
代
中
国
語
の

最
も
標
準
的
な
中
型
の
辞
書
で
あ
る
「
現
代
漢
語
詞
典
」
２
０
０
２
年
増
補
本

の
「
陳
情
」
の
語
義
を
、
訳
し
て
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
書

名
は
、
日
本
の
常
用
漢
字
で
記
し
た
。

東
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